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令 和 ７ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立特別支援学校羽生ふじ高等学園 ）
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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和８年２月１７日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

授業の充実 ①各教科担当は学習のねらいや授業内容を丁寧に生徒に伝え、「何を学
ぶのか」「どのように学ぶのか」を明確にすることで、生徒一人一人が
目標を持ちながら主体的に学習に取組めるよう支援する。（通年）
②各教科担当は、生徒の取組状況の記録を行い、評価規準に沿った適切
な学習評価及び指導の評価等を行う。生徒に対して授業アンケートを実
施することで、年度別の傾向や経年比較を行い、指導計画や授業内容の
改改善に取り組む。（通年）
③ICT機器の活用をとおして、生徒にとって魅力ある授業づくりを充実
させることを目指す。ＤＸ加速化事業推進校としてICTの活用を図る。
（通年）
④教育課程委員会を中心に、前年度の観点別評価について振り返り、評
価規準等の見直し等を行い、適切な学習評価及び指導の評価等につなが
るように取り組む。(通年)

A

・引き続き、生徒一人一人の
ニーズを把握した上で授業計画
を行い、PDCAサイクルで授業づ
くりをしていく。
・DXハイスクール事業２年目の
ため、実際の取組の充実およ
び、全校でのICT活用の機運を醸
成していく。
・チェックリスト等の記録を利
用して引継ぎ等を行い、担当の
入れ替えがあっても授業の質等
を維持していく。

・授業アンケート等、生徒のニーズを把握
しながら丁寧な取り組みを継続していって
もらいたい。

・DXの取組などICT教育の取組が一過性な
ものにならないよう、計画性をもって取組
を継続してほしい。

2

進路指導の充実 ①学校生活で学んでいる「働く力（基本的生活習慣・挨拶・報連相、時
間を守るなど）」について生徒・保護者にわかりやすく説明する。（通
年）
②生徒のニーズや実態を踏まえた就労先の開拓を更に進める。また、障
害に対する理解を企業に促すことで、就労後の定着につなげる（通年）
③生徒の現場実習での評価シートを共有し、身につけたい知識・技能・
態度について、個別面談等を通して「働く力（基本的生活習慣・挨拶・
報連相、時間を守るなど）」を身につけられるようにする。（通年）
④保護者・企業双方から進路に関するニーズ等をアンケートで把握す
る。また、随時、必要な情報は進路だより等で情報を発信する。（通
年）

A

・「働く力」等について生徒、
保護者、学校が共通認識を持ち
学習に取り組めるようにする。
・生徒のニーズに応じるため引
き続き、新規企業開拓を行って
いく。
・企業と密に連携を取り、企業
側の求める人材について把握を
行い、生徒・保護者にわかりや
すい伝え方をしていく。

・在学中から、働く力等の知識技術を習得
できるように取り組んでほしい。

・保護者への情報提供も丁寧に行っていく
必要がある。

・就労先の企業開拓や既存企業との連携を
密に行ってほしい。

3

生徒指導の充実
と各家庭との連
携

①教職員のニーズや生徒の特性や実態に応じ特別支援教育の専門性の向
上を目指し、研修会を実施する。また、外部専門家を招聘し研修会を実
施し、教職員の専門性の向上を図る。（通年）
②生徒の実態に応じ、外部専門家や専門機関と連携を密にし、思春期に
おける生徒指導に役立て、卒業後の生活に繋げらるようにする。（通
年）
③生徒の規範意識やモラル意識の現状を把握し、意識の向上に向けた指
導法等を研究し、生徒の意識向上につなげる。（通年）

A

・教員の専門性向上に向けた各
種研修を引き続き行っていく。
・校内での情報共有を密に行
い、外部専門家との連携が全校
で行えるように務める。
・多様化する生徒の実態に対応
できるよう、生徒理解を進め
る。

・教職員の資質向上のための研修を引き続
き行っていてほしい。

・不登校対策等について臨床心理士、ス
クールソーシャルワーカー等の専門家の協
力をもらいながら丁寧に行ってほしい。

4

地域での学習活
動の充実と情報
発信

①各学科・コースは、生徒の学習意欲向上につながるよう地域に根ざし
た校外学習を実施していく。地域からの要望について、学校の特色を活
かしながら応えていく。また、その様子を週１回の頻度で学校ＨＰやＳ
ＮＳ等で発信していく。（通年）
②教務部を中心に、学校説明会や入学選考説明会、事前相談会で分かり
やすい情報提供を行う。（適宜）
③支援センター部は、コーディネーター連携会議が中学校と高等学校の
情報共有の場となるよう企画する。また、地域からの教育相談や研修会
講師依頼等にも対応していく。（通年）

A

・引き続き、学校HPの随時更新
を行い、情報発信に努める。
・対象者を意識した学校説明会
の内容を精査し、必要な情報を
提供することで、生徒募集につ
なげていく。
・適宜、近隣の中学校・高等学
校と連携し情報共有すること
で、センター的機能を発揮して
いく。

・学校ホームページのきめ細やかな更新等
を行い、情報発信を引き続き行ってほし
い。

・生徒、保護者、中学校への学校説明会な
どを引き続き丁寧に行い、学校の情報を伝
えることで生徒募集につなげてほしい。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

不十分(４割未満)

〇本校の良さや特色を地域や県民に
対し、学校ＨＰや等をＳＮＳ等を中
心に情報の発信を行っている。ま
た、特別支援教育のセンター的機能
を活かし、高等学校支援や、中高連
携のニーズに応えて成果を上げてい
る。引き続き情報発信を行い、状況
に応じた支援をしていく必要があ
る。

①各学科・コースは、校外学習や特徴
のある教育活動の広報を行うことがで
きたか。
②学校説明会や入学選考説明会、事前
相談会での分かりやすい情報提供がで
きたか。
③コーディネーター連携会議が中学校
と高等学校の情報共有の場になるよう
企画することができたか。また、小・
中・高等学校等からの支援等の依頼に
対応することができたか。

①教職員の専門性の向上を目指した研
修会を実施できたか。
②生徒の実態に応じ、外部専門家や専
門機関と連携をすることができたか。
③生徒の規範意識、モラル意識の現状
を把握し、指導法等を研究・研修し、
生徒の意識改善につなげることができ
たか。

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

①高頻度で学校HPの更新を行い、
本校の取組について外部に発信す
ることができた。
②学校説明会（生徒・保護者・中
学校対象）を計画通りに実施する
ことができ、本校の学校概要等を
説明し、生徒募集につなげること
ができた。
③夏季休業中に北埼玉地区中高
コーディネーター連携会議を本校
で行い、地域の中学校・高等学校
のニーズを把握し、意見交換をす
ることができた。

方策の評価指標

〇就労後の離職率の減少に向けて生
徒の職業人としての「働く力」を活
かした就労先の開拓や、生徒の障害
について理解をいただくことで、就
労後の定着を図り、きめ細やかな進
路指導に繋げる。現場実習での課題
を、生徒・保護者と共有し、どのよ
うに取り組んでいくか確認をして取
り組む必要がある。

〇不登校や問題行動の背景にある
様々な課題に対応するため、生徒一
人一人の実態を的確に把握し、家庭
との連携をとおし、生活習慣の見直
しや学校生活を整えていく必要があ
る。

①夏季休業中に、全校研修（２
回）を行い、職員の専門性向上に
取り組んだ。
②支援センター部を中心に、適
宜、SW、SSWと連携し支援を行っ
た。
③生徒指導部、保健環境部を中心
に研修会及び外部講師を招いての
出前授業等を行った。（SNSの利
用、薬物乱用防止等）

　　出席者　学校関係者　　　　　６名
　　　　　　生徒　　　　　　　　３名
　　　　　　事務局(教職員)　　　６名

現状と課題

①生徒一人一人が目標を持てるよう教
科のねらいを重視することで、主体的
に学習に取り組めるよう指導できた
か。
②授業アンケートを実施し、授業の記
録、授業内容と指導方法の改善を行う
ことができたか。
③ICT機器を活用した授業づくりに取り
組むことができたか。
④教育課程委員会を中心に、適切な学
習評価及び指導の評価等につながるよ
うに取り組むことができたか。

①進路指導部を中心に職業人として必
要な「働く力」を具体的に伝えること
で生徒・保護者に情報提供し、共有す
ることができたか。
②生徒のニーズや実態を踏まえた就労
先の開拓が進んだか。
③面談等をとおして生徒が「身につけ
たい力」等を確認し、学校と家庭で連
携し「働く力」を身につけられるよう
取り組めたか。
④アンケートを実施し、保護者・企業
のニーズは把握できたか。また、保護
者に対し、必要な情報を進路だより等
で発信することができたか。

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)

〇生徒にとって魅力ある授業づくり
を展開するために、これまでの取り
組みを継続しながら、ICT機器の活
用等をとおしてより一層の授業改善
に取り組む必要がある。

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

①プランBをもとに生徒の実態に応
じた目標設定等をして授業に取り
組むことができた。
②年２回（前期・後期）各教科等
で授業アンケートを実施し、生徒
のニーズ等の把握に努めた。
③DXハイスクールの取組を中心
に、機材準備や外部講師を招いて
の出前授業等を実施した。
④教科会ごとに今年度の取組につ
いてチェックリストを利用して振
り返りを行った。

達
成
度

①職業の授業を中心に就労に必要
な力について、生徒保護者に伝え
ることに努めた。
②引き続き、生徒のニーズに対応
できるよう企業の新規開拓を進め
ている。
③面談、実習反省会をとおし、生
徒・保護者と連携しながら進める
ことができた。
④企業と密に連携を取り、企業側
にニーズを適宜、把握を行い、月1
回発行する進路だより等で情報提
供をすることができた。

評価項目の達成状況

目指す学校像
・生徒一人一人の主体的な学びを充実させ、社会生活に必要な知識・技能・態度を育てる学校
・生徒一人一人の体験的な学習を充実させ、進路実現に取り組む学校

重　点　目　標

１　学習の習得度を明らかにして目標を設定し、その評価方法を整理しながら各教科の指導を行う。
２　働くために必要な知識・技能・態度の習得度を明らかにして、進路実現を目指す指導を行う。
３　規範意識、モラル、人権意識の習得度を明らかにして、事故の未然防止、生活態度や行動の質の向上を図る指導を行う。
４　本校の教育活動を発信することで、地域に理解者を増やし、生徒の社会参加を支援する。小中学校、高等学校への相談支援を充実さ
せる。特に高等学校の特別支援教育に対し、学校間の連携をコーディネートする。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（ 　　　　月　　　　日 現在 ）

ほぼ達成(８割以上)


